
●活動の内容（詳細）

四日市公害の教訓や経験を現在の環境課題の解決に活
かす、きっかけを作る。例）政策提言（情報発信）や
環境教育、自然観察調査、協働事業の実施

環境意識の啓発を目的とする情報発信（冊子
作成、ＳＮＳ）四日市の自然を映像で紹介

鈴鹿川河口で行った自然調査

四日市市内や三重県の自然を映像紹介
する試み。ブログ、facebookでも配信中
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●受賞者の概要

団体名称 なたね通信

代表 榊枝正史

これまでの活動経歴 ・平成21年１月 情報誌なたね通信発行活動開始
・平成26年から工場地帯の自然観察調査を開始
中部ＥＳＤ拠点協議会連携講座、立命館大学、三重大学
等で講義実施
・平成27年より自然環境を映像で紹介する試みを開始。
・平成28年より三重県と共催で、鈴鹿川、海蔵川で自然観
察調査体験会を開始

主な活動場所 ・四日市市内の各河川河口付近
・市内の河川中流域、桜西部の里山

活動の頻度 ・月に3回～4回

活動体制 ・10名

参加人数 ・講座開催時→30名～40名 観察会開催時→25名程度

連絡先 〒510-0837 四日市市西松本町23-6

メール：da34227@gmail.com 榊枝まで
※日中は、仕事をしている為、連絡が遅くなることがあります。



●今後の予定

●経歴（概要）
・平成21年 １月 活動開始 情報誌なたね通信発行
・平成24年 6月 四日市の海の環境を伝える講座開催 協力：野田之一氏
・平成25年 6月 国際環境技術移転センター依頼インドネシア環境庁職員研修講師
・平成26年 1月 中部ＥＳＤ連携 工場地帯の自然観察実施
・平成25年 4月 鈴鹿川河口の生き物観察会開始
・平成26年 6月 三重大学四日市学講義で1コマ講義 四日市の海 や干潟などの自然環境を伝える。
・平成26年10月 三滝川、海蔵川、鹿化川自然マップ作成、公開
・平成27年12月 三重生物研究会主催 鈴鹿川河口野鳥観察会講師
・平成28年 2月 三重県環境学習情報センター常設展示コーナー 工場地帯の野鳥たちを映像で紹介
・平成28年 4月 地帯の干潟でカニの調査を開始
＜活動期間（ 7年 ４月１日現在： 7 年 3か月）＞

①学校との協働事業 自然環境の継続 ②観光と環境を結び付けた連携講座の企画
③映像を使った自然環境、生物多様性の普及啓発、④工場地帯の自然マップの作成
⑤環境特設サイトの設置

× = 観光と環境の
連携


